
都道府県労働局長殿

基発 1224第 5号

平成 21年 12月 24日

厚生労働省労働基準局長

(公印省略)

労働安全衛生規則の一部を改正する省令の施行について

労働安全衛生規則の一部を改lEする省令(平成 21年厚生労働省令第 158号。以下「改

正省令Jとしづ。)が平成 21年 12月 24日に公布され、平成 22年 1月1I'lから施行する

こととされたところであるが、その改正の趣旨、内容等については、下記のとおりである

ので、その施行に遺漏なきを期されたい。

なお、関係告示の内容等については、別に示すこととしているので、了知されたい。

言己

第 1 改正の趣旨

労働安全衛生法(昭和47年法律第 57号)第 100条第1項の規定により、厚生労働大

箆等は、この法律を施行するため必要があると認めるときは、厚生労働省令で定めると

ころにより、事業者等に対し、必要な事項を報告させること等ができるとされており、

現在、事業者は、労働安全衛生規則(昭和 47年労働省令第32号。以下「安衛員iJJとい

う。)第 95条の6の規定に基づき、労働者に健康障害を生ずるおそれのある物で淳生労

働大臣が定めるものを製造し、又は取り扱う作業場において、労働者を当該物のガス、

蒸気又は粉じんにばく露するおそれのある作業に従事させたときは、所轄労働基準監督

署長に報告書(以下「有害物ばく露作業報告書Jという o)を提出すべきこととされ、

その様式が安衛則様式第21号の7において定められているところである。

今般の改正は、労働者のばく露評価の手順を明確化するとともに、事業者の負担軽減

及び利便性の向上並びにばく露評価モデルの活用によりばく露評価を効率的に運用する

ための「労働者の有害物によるばく露評価ガイドラインJ(平成 21年 12月 11日化学物

質のリスク評価検討会ばく露評価小検討会了承)を踏まえ、有害物ばく露作業報告書蓄に

おける報告項目を見直すため、安衛民IJ様式第 21号の 7について所要の改正安行ったも

のである o
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第 2 改正の内容

1 報告項目の追加

(1)作業1回当たりの製造・取扱い量

労働者への化学物質のばく露濃度レベルの推定において、短時間ばく露を評価

するため作業1回当たりの製造量又は取扱い量を把握する必要があることから、「作

業1回当たりの製造・取扱い量j を報告項目として追加するものとしたこと。

また、ばく露推定モデ、ル「コントロール・パンディングj の区分を参考に選択

肢を設け、当該選択肢から選択して報告するものとしたこと。

(2) 1日当たりの作業時間

労働者への化学物質のばく露濃度レベルは、通常1日(8時間)当たりの個人

ばく露測定により求められるため、 fl日当たりの作業時間」を報告項目として追

加するものとしたこと。

また、ばく露推定モデノレ「コントロール・パンディング」の区分を参考に選択

肢を設け、当該選択肢から選択して報告するものとしたこと。

2 報告項目の変更

(1)対象物等の用途

他の報告項目の名称と平灰を合わせ、かっ、表現の適正化を図るため、「用途J

を「対象物等の用途」に変更するものとしたこと a

(2)ばく露作業の種類

具体的なばく露作業の種類を把握することが必要であるため、備考別表2に例

示されたばく露作業の種類のいずれにも該当しないときは、具体的な記載を求め

るものとしたこと。

( 3)対象物等の名称

他の報告項目の名称と平灰を合わせ、かつ、表現の適正化を図るため、 frfく露

作業報告対象物を含有する製剤等の名称j を「対象物等の名称Jに変更するもの

としたこと o

(4)年間製造・取扱い量

他の報告項百の名称と平灰を合わせ、かっ、表現の適正化を図るため、「ばく露

作業報告対象物の量」を「年間製造・取扱い量」に変更するものとしたこと。

また、ばく露推定モデル「コントロール・パンディング」の区分を参考に選択

肢を設け、当該選択肢から選択して報告するものとしたこと。

( 5)対象物等の物理的性状

物理的性状について報告を求めていることを明確にするため、「ばく露作業報告

対象物の性状Jを「対象物等の物理的性状」に変更するものとしたこと。

なお、 f対象物等の物理的性状」は、空気中の報告の対象となった化学物質(以

下「報告対象物j という。)の濃度が最も高くなると恩われる時点における物理的

性状であること。ここで、空気中の報告対象物の濃度が最も高くなると恩われる

時点は、報告対象物に係る作業工程、取扱い量、発散抑制措霞の設置状況、温度

等に基づき総合的に判断すべきものであること。

(6 )対象物等の温度
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他の報告項目の名称と平灰を合わせ、かっ、表現の適正化を図るため、「ばく露

作業報告対象物の温度」を「対象物等の温度j に変更するものとしたこと。

なお、「対象物等の温度j は、「対象物等の物理的性状Jと同様、空気中の報告

対象物の濃度が最も高くなると思われる時点、における温度であること。

(7)ばく露作業従事者数

報告項目の名称を簡潔にするため、「ばく露作業従事労働者数Jを「ばく露作業

従事者数J1こ変更にするものとしたこと。

また、選択肢を設け、当該選択肢から選択して報告するものとしたこと。

( 8)発散抑制措置の状況

労働者への化学物質のばく露を防止する手段としての当該化学物質の製造・取

扱い設備を密閉式の構造とした「密閉化設備」の設置について、新たに独立した

選択肢として設ける必要があることから、報告項目の名称の適正化を図るため、「換

気設備の設置状況」を「発散抑制措置の状況J1こ変吏するものとしたこと。

3 報告項目の削除

次に掲げる報告項目については、削除するものとしたこと o

(1)製剤j等の製造量又は消費量

( 2)含有率

( 3) 月当たりのばく重著作業への従事時間

(4 )保護具の使用状況

4 その他

1から 3までの改正に伴い備考の改正を行うとともに、その他所要の改正を行う

ものとしたこと。

なお、改正後の有害物ばく露作業報告書の様式は別添を参照すること。

第3 施行期日

改正省令は、平成22年 1月1日から施行するものとしたこと。
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(参考)化学物質管理におけるコントロール・パンディング

化学物質を取り扱う作業ごとに、「物質(液体又は国体)の有害性」、「揮

発性・飛散性」及び「取扱量Jの 3つの要素(ドイツ方式にあってはこれら

に「短時間ばく露」及び「制御措置」を加えた5要素。以下問じ。)によって、

リスクの程度を 4段階に区分し、当該化学物質の管理のための 般的実施事項

を当該区分ごとに示すほか、一般的に行われる作業については、より具体的な

実施事項を個別の管理手段シートとして示すことができるツールである D 専門

的知識を有する者の確保が難しい中小企業等でも利用しやすいことが高く評価さ

れている。

具体的には、 3つの要素を選択・入力すると、労働者の推定ばく露量(こ

のばく露濃度には 定の幅があり、この幅のことをバンドという。)

を自動的に予測できる。これにより、予測されるばく露量を踏まえた

ばく露防止のために必要な工学的対策(保護具の使用、局所排気装置

の設置等)が具体的に示される。

-4 -



(改正前)

様式第21号の7(第95条の日関係)(表面)

回国田回目 有害物ぱく露作業報告書

糊呆検番号|巴白盟国明日q匝日且
事業の種類 労働者数 | 人

4名称
ぱく露作業報告対象物の名称司

I;I:(露簿作業報告対象物を
用途含有する製剤等の名称

口口
2 口口
3 口口
4 口口
5 口口
6 口口
7 口口
8 口口

年

製剤等の製造量 ぱ〈露作業報告
含有率

又は消費量 対象物の量

白田口I I I l 口口口口 t
田田口田口予告日田口 t
田田口田口。口田口 t
回目口回以口田口 t
I I i I I口t田O!O口口口口 t
[[JJ日日TI!O口口口口 t
日E 口圧TI!O口口口口 t
はJは」口田口U口口口口 t
月 日

事業者職民名

労働基準監督署長殿

事業場の名称

事業場の

所在地

ぱく露
1;1:く露作業

作業の
種類
従事労働者数

日口正日入
日日回白人
口口田瓜
口口田口人
口口DJD人
口口DJD人
口口田口人
口口田口人

郵便番号(

山口口口
換気装置の !まく露作業
設置状況 報告対象物
(右に詰めて

の性状記入する)

ロロ ロ
口口 口
口口 口
口口 口
口口 口
口口 口
口口 口
口口 ロ

電話

ぱく露作業
報告対象物
の温度

口
口
口
口
口
口
口
口

③ 

(?囚口囚)
11く麓作業
への従事
待問/月

口
口
ロ
口
口
口
口
口

保護具の
使用状況
{有!こ詰ihて記入する)

口口口口
口口口口
口口口口
口口口口
口口口口
口口口口
口口口口
口口口口
受付 1 
戸 ~n j 

/ 



i 口口口で説示された枠(以下 f記入枠1iという.)Iこ記入する文字は、光学的文字。イメージ読取後世(OC1 R)で直接続取りを行うので、

汚したり、穴をあけたり、必要以上に折りl曲げたりしないこと.

2 記入すべき事項のない側&ぴ記入枠は、窓側のままとすること，

3 記入枠の節分は、必ずl誌のボールペンを使用し、枠からはみ出さないように大きめのアラピア数字で明りように記入すること.

4 事業の緬煩jの榔は、 a本標増産業分銅の中分額iとより記入すること個

5 ぱ〈舷作業報告対象物の名称j の榔は搬告を行うば〈露作業報告対象物の名称を， rコードJの榔は労働安全衛生規則第九十五条の六の

規定lζ基づき厚生労働大陸が定める物等{平成 18年厚生労働省告示第 25号‘以下 f骨示lというJに掲げるコードを記入すること凶

6 ciまく略作鳴機管対象販を含有する製剤等の名称』の綱は、ぱ〈鍵作業報告対象物を告示に示す含有盆を越えて含有する製斉等の名称を記

入すること"

7 用途jの欄は、 fぱ〈磁作業側告対象物を含有する製剤等iの帰途について、別表1に掲げる区分に応じて該当コードを記入することa

8 製剤等の製造盤又は消築設jの欄は、告示で定める捌聞における当餓製剤等の製造量又は消費拡を記入fること.

9 含有串Jの欄は、ぱく露伴諜報告対保物の含有事を重量パーセントで記入すること包含有事の要望記が、 10パーセント未満の端数を切り

捨てた数他と当該揃放を切り上げた数値との範凶をもって行われている場合には、当E友袋記された値の中間~を用いること。

10 ばく曝修業報告対象物の量jの仰は 「製剤等の製産量又は摘費量Jと『含有率Jから算出した盆を記入すること.

11 ぱく勉作業の穂貌Jの慨は、 fぱくs作業報告対象物を含有する製剤等の名称jの慨に記肱した物質を製造し 又は取り娘うことにより

ぱくsサるおそれのある作業について、別表2に掲げる区分に応じて政当コードを記入すること.

12 f!まくg，f作業従事労働者数Jの欄は、当抜作業!こ従事している労鍬者数を記y、すること周

"換気段仰の設盗状悦jの欄は、局所排気装磁場の故置状況について、次に掲げるもののうち誠当するものを記入すること.

(! 局m排気裁舵の紋陛 2 プタシ品プル型換気装置の政健 3 全体換気装震の殺健
4 その他)

14 ば〈織作業線告対象物の性状jの欄は、ば〈略作3慢における当該化学物質の状悠について、次に帰げるもののうち該当サるものを記入

することa

(! 破砕しないベレット状の面体又は結晶化した順位状の固体 2 粉末 3 機体(鵠紛又は挟状混合物を含むQ) 4，気体}

15 ばく版作業側告対象物の湿度jの欄は$取扱時の温度について、次に掲げるもののうち該当するものを記入すること司

(!摂氏 50度末糊 2 朕氏関度以上 100J;t未満 J. f:翼民 100度以上)

15 nま〈厄作業への従事時間Jの械は、労胤濯が当該作業に従事していた 人当たりの l月間の平均の時間教について、次に掲げoもののう

ち該当寸るものを記入すること.

(1. 20時附以下ift2. 21-同時間Ifl J. 5L-WO U:封筒Ifl 4， 101時間以上/月)

17 保縫具の使用状況jの欄は、保鈍具の使用状祝について、放に掲げるもののうち該当するものを記入すること.

(!扮じんマスク 2 防毒マスタ 3 保被衣 4 保組眼鏡 5.保護手袋 6.使用していない 7 その処)

山氏名を記載し、抑印すoことに代えて、署名することができる.

別表1

2 日ド 用 途

01 ばく露作業拠告対象物の製造

02 i也の製剤等の製造を目的とした!車料としての使用

03 
製剤轄の性状等を安定させ、又は変化させることを目的とした、触媒として、又は安定剤、可虫剤、眠化剤、

捌燃剤、乳化剤、可格化剤、分散剤、 1m統制等の添訓剤としての使用

04 製鋼等の溶剤、希釈又は調書煤としての使用

OE 洗t争を閥的とした使用
せい

06 表面処理'J{は防錦を目的とした値111

01 顔料、染科、塗料又凶印刷インキとしての使用

!念《
08 除草、殺皆、殺虫、防腐、裸出、脱呉、剥離等を目的とした使用

| 11 酬の版科としての酬

1 12 その他 | 

j川i{2

コド iまく鍵作業の舗類

30 印刷jの作業

31 
lまく

J並き市じ、 刷出匝又f;t回収の11:業

" t主総の作集
33 叶此出合、注入、投入又は小分けの作業

" サンプ日ング、分析、試験又は研究の作業
35 光J:}lXli袋詰めの1i'1i1

〈ん
36 tllh話、滅菌又は締結の作業

31 I戊型、 1m工又は発出の作業

38 1帥;u又は~.是正物処J3Jlの作業

" 接着の作業
40 染色の作業

41 流t争、払しよく、法的又は脱脂の体業

42 吹き付け塗装以外の控装Xは盛市の作業

'13 鈎造、出細!Xはf~\だしの作業

'" 
舷{品、防!日~)(Iiふるいわけの作業

45 はんだ付け轄の作業

16 吹き付けの作業

41 保守、点検、分解、組立又は修理の作業

" めっき時の車両処理の11'1信
'" 

か<1まん

ろ過雌合 恨伴、拠制'"削岬刊の作業

60 その他



有害物ぱく露作業報告書

(改正後)

面表係関

初回
間
四
一

O
一

第

r制
比

7

一O
一
首
]
加盟
様

口口/口口
事業場の名称盟届田戸口口早口REBEE

労働者数 ! 

労働保険番号
郵便番号{

事業場の所在地
電話事業の種類

( 7ブ囚口日)日口口口名称
li<露作業報告対象物の名称

対象物等の
I<i!<露作業の種類 対象物等の名称

年間製造・ 作業1回当たりの 対象物等の 対象物等の 1日当たりの ぱく箆作業 発散抑制措穫の状況
用 途 取扱い量 製造・滋掠い量 物理的性状 温度 作業時間 従事者数 (右に詰めて記入する。)

1口口 口口 (5明合は具体的l; 口 口 口 口 口 口口口;叩ま具体的;
2口口 口口 (5哨合は具体的l; 口 口 口 口 口 口口口;叩棋倒;
3口口ロロ (5哨合は具体制; 口 口 口 口 口 口口口;の柏崎町
4口口 口口 (50の場合は具体的l; 口 口 口 口 口 口口口;のー糊;
5口口口口 (5明合は異体的l; 口 口 口 口 口 口口口f場開制;
6口口 口口 (5哨合は異体的l; 口 口 口 口 口 口口口;の繍会は具体的;
7口口 口口 (50の場合は具体的l; 口 口 口 口 口 口口口;叩ま具代
B口口 口口 (50の場合は異体的{; 口 口 口 口 口 口口口;の一体的;

受付印 i 
@ 

事業者職氏名

日

労働基準監督署長殿

月年



備考

1 記入上の龍茸

(1)ロロロで表示された枠(以下「記入枠Jとb、う.)に記入する文字は、光学的文字 イメージ読取装置(OC1 R)で直接読み取りを行うので、この用紙は汚Lたり、穴をあけたり、

必要以上に折り幽げたりしないこと.

(2)記入すべき事項のない構及び記入枠は、空欄のままとすること。

( 3)記入枠円部分は、必ず黒のボールペンを値用し、枠からはみ出さないように大きめのアラピア数字で明りように記入すること固

(4) r対象物等の周造jが9以上ある場合には、 2枚目を慣用すること。この場合に「馳ベージ」の捕には、報告の総合計枚数を記入し、 『へージjの欄には、総枚数のうち当該吊紙が伺
枚目かを記入すること.

なお‘ Z枚目以降については、 「労働保暁番号J、 f事業の積類J、 「労働者数j、 f事業場の名称J、 「事業場の所在地J、 「ぱく露作業報告対象物の名称j及び「対象年Jの欄は

、記入を要しないこと.

(5 )氏名を記載し、押印することに代えて、署名することができること.

2 入力上の注意

(1 )入力すべき事項のなb噛及び記入枠は、空欄のままとすること白

(2)選択肢が示されている場合は、選択肢の番号を選択すること.

3 事業の種類』の欄は、日本様準産業分類町中分類に応じて記入し、又は入力すること.

4 ぱく露作業報告対象物の名称」の榔は報告を行う物(以下「ばく露作業報告対象物」という.)の名称を、 「コードJの欄は肯醐安全荷主規則第九十五条町六円最定に基づき厚生労

働大臣が定める物等(平成18年車生労骨省告示第四号}に掲げる区分に応じて該当コ}ドを、それぞれ記入し、又は入力すること。

5 対象物等の用途Jの欄は、ばく耳作業報告対象物又はこれを含有する製剤その他の物(以下 fぱく露作業報告対象物等j という.)の用過ごとに、別表lに掲げる区分に応じて該当コ

ードを記入し、又は入力すること。

6 ば《露作業の種類jの械は、ばく露作業報告対象物等を製造し、又は取り担うことによりばく露するおそれのある作業(以下 fぱく露作業」とb寸。)について、別表2に掲げる区分

に応じて該当=ードを記入し、又は入力すること.ただし、コード30から49までに掲げるばく龍作業の種類のいずれにも該当しない場合は、コード50に該当するものとし、具体的なばく

露作業の種類を記入し、又は入力すること.

7 対象物等町名称Jの欄は、ばく露惇講報告対象物等の名称を記入し、又は入力すること.

別表 1

コ ド

01 

02 

03 

04 

05 

06 

07 

08 

四

10 

11 

12 

なお、ぱく露作業報告対象物を宮有する製剤その他の物(以下「対象物官有製剤IJJという。)の名称については、事業者が当詰対象物吉有製剤の用途、ー融名等を基に、 「めっき楠J、 別表2

fシンナー」、 「接着剤J等と適当な名称を記入し、又は入力すること.

8 年間製造・取担い量j の欄は、報告の対象年におけるばく露作業報告対象物の製造量又は取担い量について、次に掲げるもののうち睦当するものを記入し、又ほ入力すること.

なお、対象物吉有製剤を製造し、ヱは取り扱う場合におけるばく露作業報告対象物の製造量又は取担い量は、当該対象物宮存製剤ごとの製造量又は取晶い量にぱく露作業報告対象物の

官有率を乗じて算出すること. 一

(1. 500kg未満 2. 500kg以上11未満 3， 1t以上10'来構 4， 10比以上1001未満 5. 100t以上1000t未満 6. 1000t山上)

9 作業l回当たりの製造取揖い量Jの欄は、作業1@l当たりのぱく露作業報告対象物の製造量又は取担い量について、国体にあっては質量を、世体にあっては体構を、気体にあっては

当核物質がi液化する塩度下における当該物質の体積を、それぞれ算出し、止に掲げるもののうち該当するものを記入し、又は入力すること.
なお、対象物吉有製剤を製池し、ヱは取り担う場合におけるばく露作業報告対象物の作業l目当たりの製造量又は取担い量は、当該対象物官有製剤lごとの作業l回当たりの製造量又は取

担い量にばく露作業報告封象物の吉有率を乗じて算出すること，

おって、 「作業1回」とは、ぱく露作業を開始してから当該ばく露作業を中断し、又は終了するまでの間をいうこと。

(1. lkg未満又は11未満 2. lkg以上11未満又は11以上1kl未満 3. lt以上又はlkl以上)

10 対象物等の物理的性状Jの欄は、ぱく露惇業におけるほ〈露作業報告対象物等の物理的性状について、止に掲げるもののうち該当するものを記入し、又は入力することe

(1 ベレツト状の国体 2 結晶又は粧状の園体 3 撒細・軽量パウダー状の固体 4 液体(樺粉及び液状混合物を吉む固 5 気体)

11 対象物等の温度Jの梱は、ぱく露作業時のぱく露作業報告対象物等の温度について、次に掲げるもののうち該当するものを記入し、又は入力すること。

(1.摂氏。度未満 2 摂氏0度以上25度未満 3 揖氏25度以上50度末摘も摂氏50度以上100度未満 5 摂氏100度以上150度末梢 6.摂氏150度以上)

12 fl日当たりの作業時間jの欄は，当該ぱく露作業に従事

50 

用 途

ぱく露作業報告対象物の製造

ぱく露作業報告対車物を古有する製剤その

他周の(物コの製造巻に掲匡的げるともしたの原をぷ除』とく しての佳
ードllIO!ll11"""ocM<<. ) 

製剤等の性状等を安定させ、ヱは変化させ

ることを目的とした、触媒として、又は安

定剤、可塑剤、硬化剤、難時剤、乳化剤、

可溶化剤、分散剤、加硫剤等の蹄加剤とし

ての憧用

溶剤 希釈又は溶媒としての世周

揖浄を目的とした使用

表面処理主は防舗を目的とした捜用

調料、染料、塗料又は印刷jインキとしての

憧用

除離草等、を殺呂菌的、と韓し虫た使、防用腐、 標白、 脱臭， 剥

試誕としての壇用

接着を呂的とした使用

建材の製造を目的とした原料としての佳用

その他

その他


